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　IoT の最も望ましい姿は、利益を創出できるビジネスモデルと
して構築されていることです。ただ、いきなりビジネスモデルの
設計に取り掛かるのは困難です。製造業では、次の 3つのステッ
プに分けて検討していくことが大切であり、まずは製造現場に関
連する身近な課題を IoT を活用して解決することから始めます。
本研修では、この第１ステップを中心に学びます。

1 IoT による現場改善 製造現場の課題を IoT を使っ
て解決

2 スマート工場の実現 設備をインターネットに接続
し、最適な生産体制を実現

3 IoT ビジネス設計 IoT で新たな付加価値を発生
させるためのビジネス設計

　IoT を活用して現場の課題を解決するためには、つなげる、デー
タを収集する、監視するといった基本的な機能を実行します。こ
こで、大規模な投資を実施しなくても IoT 化を実現できることを
理解すべきです。本研修では、投資を最低限に抑えるIoTについて、
実際の事例を使って考えます。

　＜投資を最低限に抑える方法＞
　● 汎用性がある安価なセンサを取り付ける
　● 簡易な IoT システムを自社開発する
　● ツールをクラウド化する
　● �複数の中小企業と大学との連携で、稼働状況等を一元管理する など

　IoT を使って改善を進めるために様々な切り口があります。作
業内容と設備のどの部分にどの段階でどのような IoT 機能を使う
べきか、どんな目的で導入するのか。これらを漏れなくチェック
し、考え方を整理できるテンプレートを研修で紹介します。実際
にテンプレート活用の演習を行いますが、現場に持ち帰り、即実
践に活かすことができます。

高校教師を退職しカフェ開業
　清水さんは、国語の教員として 35 年間勤めた北陸
高校を定年退職し、時間的な余裕ができたことをきっ
かけに、ご両親が営んでいたロープ屋の店舗をリノ
ベーション。2018 年 3 月にカフェをオープンしまし
た。カウンター 7 席とテーブル 2 席のカフェスペース
に、約 10 坪のスタジオを併設したアットホームな雰
囲気のお店です。
地域にワイワイとしたにぎわいを
　お店の名前は「京町 Y・Y」。旧地名にちなんだ昔
懐かしいイメージです。周辺に空き家や駐車場が増え
ていくなか、以前のように地域にワイワイとしたにぎ
わいを取り戻したいという思いが込められています。
また、以前はロープ販売のお店だったそうで、「元ロー

プ屋らしく、多くの人と人を結ぶカフェにしたい」と
将来についての想いを語ります。
自身の幅広い人脈を活かして
　お店には、清水さんを慕う教え子や元同僚、ご近所
の方々が集まり、朗読会やジャズコンサート、編み物
教室に歴史講座など、さまざまなジャンルのイベント
を開催しています。
　カフェスペースで提供しているコーヒーは元教え子の
お店のこだわりの珈琲豆を使い、この秋からは新メニュー
のホットサンドもお店で提供しようと計画中です。
　「京町 Y・Y」さんは、清水さんの幅広い人脈を活か
して運営されています。これからもいろんな人を結び
ける空間として多くの方に支持されていくのではない
でしょうか。

Instance

06
高校教師を定年退職し、カフェを開業
地域にワイワイとしたにぎわいを

（公財）ふくい産業支援センターでは『ふくい創業者育成プロジェクト』を通し、県内の創業者をさまざまな角度からサポートしています。
ここでは、創業者や若手経営者の新しい視点を活かしたユニークな事業や立ち上げまでの道のりをご紹介します。

創業者・若手経営者の挑戦  Start a New Project

寄合カフェ 京町 Y･Y
代表　清水 康江さん

https://www.facebook.com/ 京 町
yy カフェ -239145076648062/
所在地：福井市順化 2-4-10
ＴＥＬ：0776-22-1671

10代から抱いていた社長になる夢
　「10 代の頃から将来は創業して社長になりたいと
思っていました。」と話す宮木さん。大学卒業後、商
社勤務を経て海外生活を送っていましたが、創業の夢
が胸のどこかに燻っていたのでしょう。ある日、運送
会社を廃業したお父さんが家で暇そうにテレビを見て
いる姿を見て、居ても立ってもい
られず、「おやじ、もう一度俺と一
緒に運送会社やらないか？」と声
をかけたそうです。「あの時の嬉し
そうに頷いたお父さんの顔が今で
も忘れられない。」と宮木さんは振
り返ります。
29歳でハイエース専門の運送会社を創業
　その時、宮木さんは 29 歳。2017 年 9 月にハイエー
ス専門の運送会社「宮木商事株式会社」を設立しまし
た。運輸免許も車もないゼロからのスタート。設立後
は飛び込み営業なども積極的にこなし、リピーターを

中心に順調にお客様を獲得。今ではハイエースを 4 台
保有、従業員 10 名の会社になりました。
福井ナンバーワンの会社に成長させたい
　同社の強みは、小口便だからこその機動力を活かし
た地元向けの定期便、日本全国対象の特急便。お客様
からの評判は上々です。ただ、まだまだ自社の強みの
見える化ができていないと反省することも多いと言い
ます。「だからこそ成長への伸び代がある」と常に前
向きな姿勢で事業に向き合う宮木さん。さらにビジネ
スに磨きをかけ、「5 年以内にはハイエース 20 台を保
有する、福井ナンバーワンのハイエース専門運送会社
に成長させたい」と意欲を燃やしています。
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海外からUターンし29歳で運送会社を創業
ハイエースで福井ナンバーワンを目指す

宮木商事株式会社
代表　宮木 秀典さん

http://miyaki-shoji.com/
所在地：福井市新田塚1-28-18
ＴＥＬ：0776-23-0888
E-mail：miyaki.shouji@gmail.com

IoT による現場改善からスタート 実践で効果を発揮するテンプレートを紹介

少額の投資で効果が期待できる IoTの
導入手法とは？

研修を先読み こんなことを学習します

【お問い合わせ先】
人材育成部（中小企業産業大学校）
TEL：0776-41-3775　E-mail：manabi@fisc.jp

中産大 検 索

お申込みはホームページから

第３回 今回ご紹介する研修

合同会社コンサランス 代表
高安 篤史 氏

IoT は中途半端な知識
で推進すると必ず失敗
すると言っても過言で
はありません。それだ
け幅広く、落とし穴が
多数存在します。失敗
しない IoT のノウハウ
を身につけましょう。

日　時

対象者

会　場

受講料

関連研修

平成30年11月７日（水）9：30～16：30

生産技術部門および生産管理部門の担当者

福井県中小企業産業大学校（福井市下六条町16-15）

18,000円 （消費税込）

産業用ロボットを活用した生産性向上セミナー
12 月13日（木）9:30 ～16:30
受講料：15,000 円（消費税込）

ものづくり現場の
IoT基本習得セミナー 募集中！

講師からのメッセージ　

中産大通信
今求められる人材育成

中産大（中小企業産業大学校）が近々実施する研修を
ピックアップし、ビジネスの普遍的な原理原則にトレ
ンドを交えながら内容を紹介します。

ものづくり企業で IoTが実現する現場改善とは？
事例研究と演習を通して基礎知識を習得する
　IoT（モノのインターネット）の時代に本格的に突入しようとしています。しかし、IoT は定義が不明確である上に応
用範囲が広く、具体的にどのように推進すればよいのかを多くの企業が悩んでいます。正しい知識がないために、多額の
投資が無駄になってしまうことも少なくありません。
　本研修では、“ 製造現場における IoT の活用 ” に焦点をあて、IoT に対する基本的な理解を深めるとともに、現場改善
につなげることができる IoT の導入について考えます。

改善

革新

革命

利
用
情
報

コスト削減、生産性向上、不良率（工場内、市場）低減

連携

スマートファクトリ

適切な生産量
リードタイム短縮

売れない製品は
即時撤退／生産中止

適性在庫
省エネ
稼働率向上
設備予防保守

センシング（設備）
トレーサビリティー
設計改善
生産自動化
連動（設備、作業等）
検査改善

経　営

営　業
効率改善
開　発

品　管

蓄積
分析

ユーザー

センシング

製 品
見積精度向上見積精度向上

品質改善品質改善

問題の早期
原因究明
問題の早期
原因究明

▲製造業での IoT 活用のイメージ


